
 



 



 



 



 



 



3.至仏山東面登山道「Ｄ地点」（標高 1800ｍ）の全体 

3-1. Ｄ地点の下部より上部を望む 

 

 

3-2 Ｄ地点の上部より下部を望む 
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4. 至仏山東面登山道「Ｄ地点」（標高 1800ｍ）の植生復元状況 

  4-1. Ｄ地点下部の植生復元状況 

     ヤチカワズスゲの中にミヤマナラの実生苗 4 本とジョウシュウオニアザミの 

     幼苗が 1 本見える。 

 

4-2.  Ｄ地点上部の植生復元状況 

   板材・丸太・緑化ネット・蛇篭・岩石などを利用して土壌の流出防止を図っているが、 

急傾斜地のためその効果は限定的で、植生復元は極めて困難な状況となっている。 
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5. 至仏山東面登山道「Ｄ地点」（標高 1800ｍ）の荒廃状況 

5-1.急斜面のため雨水で表土は流出し更に荒廃が進む 
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